




要約 

今回の調査結果より 3年 3ケ月にわたり,1日 5杯以上飲用していた妊婦は,わずか 60例に

すぎなかった。また,コーヒーはタバコのように随時に常用され,またはアルコールのよう

に多量に飲用されることがなく,仕事の間に仕事の疲れをいやすために飲用されることが

推測された。コーヒー中に含まれる主成分のカフェインは,2 時間で分解される。すなわ

ち,1日1杯よりも1日5杯のほうが妊娠に影響を及ぼすと考えて,5杯以上と4杯以下に分

けて,検討し,次の結論を得た。 

1)5 杯以上の例数が少なく,わずか 60 例であった。 

2)5 杯以上の群に SFD 児の発生がやや高い頻度で認められた。 

3)分娩時間の延長,分娩時出血量の増加,早産児と奇形児発生率の増加などは,今回はみと

められなかった。 


